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観光地における持続可能なボランティア組織の条件
―北大キャンパスビジットの事例から―

Feasibility Study for Sustainable Volunteer Organization for Tourism Destinations

岡本 健* 敷田 麻実** 森重 昌之***

OKAMOTO, Takeshi SHIKIDA, Asami MORISHIGE, Masayuki

１．はじめに
近年、ボランティア活動に対する社会的重要性が強調

され1)、個人のエンパワーメントに果たす役割も重視さ
れている。観光分野でもその動きは例外ではない。観光

動的情報とは、既知の情報である｢静的情報｣に対して、事
物に対する新しい理解や新しいやり方を指す。
観光ボランティアが、決まった知識(静的情報)を教え込まれ、

ただ観光客にガイドする(静的情報の一方的受け渡し)という
ボランティアガイドによって、ボランティア参加者には郷
土への誇りの醸成や新たな出会いの機会、観光客には
より深い知識の習得と双方にメリットがあり2)、観光地の
魅力を伝える上で重要な役割を果たしている。

しかし、現状ではボランティア活動が持続・発展せず、
活動を縮小・解消する場合も多い。
そこで本研究では、札幌市にある北海道大学で2002

年から実施されてきた、大学生の観光ボランティアによ

ただ観光客 イ する(静的情報 方的受け渡し) う

状態が続くと、｢知識の固定化｣が起こる。｢知識の固定化｣と
は静的情報の蓄積が停止し、動的情報への変換可能性が低
下することを指す。

４．組織による動的情報の生成支援
このように、観光ボランティア活動に対する｢やりがい｣を維

持するには 静的情報の交換による動的情報の生成が必要
る｢北大キャンパスビジットプロジェクト｣を事例として、持
続可能な観光ボランティア活動を支える組織の条件に
ついて論じる。

２．北大キャンパスビジットプロジェクトの概要
北大キャンパスビジットプロジェクトは、北海道大学へ

の訪問者に対し 大学生がボランティアでキャンパスツ

持するには、静的情報の交換による動的情報の生成が必要
である。動的情報がガイドと観光客、あるいはガイド間で生成
されると考えると、動的情報を創出するには、蓄積された静的
情報を交換、組み合わせるしくみ、すなわち｢学習の場｣が必
要となる。

そこで、観光ボランティアを組織化することによってボラン
ティアガイドに学習の場を提供することが考えられる。

の訪問者に対し、大学生がボランティアでキャンパスツ
アーを行う取組みであり、主な対象は高校生と地域住
民(札幌市民)に分けられる3)。ツアーの具体的な方法は、

大学生の観光ボランティアが専門分野を担当する教員
から北海道大学についての基礎的な知識を学び、それ
に大学生が独自に集めた知識を加えて｢台本｣と呼ばれ
るガイドブックを学生が作成し、それに基づいて北海道
大学のキャンパス内をガイドするしくみである。
北大キャンパスビジットは 設立当初(2002年10月)は
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静的情報（評価含む）の流れ
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５．応用可能性

地元の観光ボラ テ は外からの観光客からの情報

北大キャンパスビジットは、設立当初(2002年10月)は
計37名のメンバーがいたが、現在14名まで減少してい
る(表-1)。

年度 学部生 大学院生 事務職員 教員 計

2002 23 8 3 3 37

表-1　北大キャンパスビジットの構成員数の推移 図-1　静的情報の交換を通じた動的情報の生成

観光ボランティア 観光ボランティア

地元の観光ボランティアは外からの観光客からの情報
を吸収し、ボランティア同士で学習することにより、住ん
でいるとなかなか気がつかない地域の魅力を地域に住
む人自身で見つけることができ、地域中心の自律的な観
光を支える中核的な仕組みになりうる。
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のは｢やりがいを見出せなくなった時に多い｣と言われて
いる4）。また、ボランティアのやりがいは複数人が情報を
持ち寄り、情報のやり取りをすることで生まれる｢動的情
報｣を得ることにある5）。


